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講評 塘内彩月「トーベ・ヤンソン《岩礁小説》における石の様相―触れえないものに触れるメディウムとして」 

評者：中丸禎子 

 

本論文は、東京大学教養学部表象文化論コースに提出され、2022 年度表象文化論コース優秀論文賞を

受賞した卒業論文（一部修正）である。 

この文章は、プロジェクト人魚第 62 回研究会（2023 年 2 月 25 日）で、ディスカッションに向けて行

った講評に基づいて執筆した。コメンテーターの立場、論文の要点、ヤンソン研究としての評価、北欧文

学研究としての評価、今後の研究発展に向けた質問を掲載する。 

 

コメンテーターの立場 

コメンテーターの中丸は、スウェーデンの作家ラーゲルレーヴとデンマーク語で書かれたアンデルセ

ン『人魚姫』を関心の中心とする北欧文学・ドイツ文学研究者である。トーベ・ヤンソンについては、生

誕 100 年にあたる 2014 年に雑誌『ユリイカ』からの原稿依頼を契機に、他媒体と併せて、2 本の論文の

執筆、ヤンソンのドキュメンタリー映画を制作したリーッカ・タンネル監督へのインタビュー、年表・著

作リストの作成、辞典の項目の執筆を行った。北欧に関する講義科目でも『ムーミン』を扱っている。 

塘内氏は、中学生の頃に『ユリイカ』に掲載された中丸の論考「北の孤島の家族の形 海、自分だけの

部屋、モラン」を講読した。また、中丸が担当した東京大学教養学部後期課程 2019年度秋学期集中講義

「北欧文学・文化」を受講し、ヤンソンの後期短編小説「鴎」を対象とする期末レポートを提出した。 

 

論文の要点 

「トーベ・ヤンソン《岩礁小説》における石の様相」は、《岩礁小説》というキーワードのもと、「後期

小説」と呼ばれる短編・中編を中心に、1965年から 1996 年までの作品を横断的に論じている。複数作品

の比較論考としても優れているが、わたしは特に、『石の原野』（Stenåkern, 1984）論として高く評価す

る。「父性」をテーマとする第 1 章では、『ムーミンパパ海へいく』、「発破」（『聴く女』所収）、『石の原

野』、「父と女性」をテーマとする第 2章では『彫刻家の娘』、『石の原野』、「母と娘」をテーマとする第 3

章では『彫刻家の娘』、『フェアプレイ』、「大いなる旅」「八月に」「夏について」（『クララからの手紙』所

収）、『石の原野』と、3章すべての最終項で、『石の原野』について異なる視点からの解釈が展開される。

分析として秀逸であるのはもちろん、『石の原野』の魅力を伝える論考ともなっている。 

特に優れた論点は、以下の 3点である。1点目は、自伝的要素が強いヤンソン小説においては、ヤンソ

ンの家族に登場人物の家族を当てはめる考察が多い。これに対し、塘内氏は、「父が女性になる」「女性作

家が父と自分を重ねる」など、ジェンダーの交換を指摘した。2点目は、ジェンダーの交換に伴い家族の

形が変わることを、「解放」や「解きほぐす」という言葉で説明することである。中丸の 2 本の論文は、

家族関係の揺らぎを「解体」というネガティヴな言葉で表すことで、無意識に「家族は無条件に良いもの」

という価値観を提示した。3 点目は、家族関係の考察にあたり、実人生とフィクションを故意にずらすヤ

ンソンの手法を提示し、不在者との関係変化を指摘したことである。指摘の過程で「石」と並びテーマ化

された「声」は、図らずも、同時発表の伊山氏『多声性の国際政治―北極評議会と北極海会議の比較分析

―』ともリンクしている。 
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トーベ・ヤンソン研究としての評価 

トーベ・ヤンソン研究として評価すべき点として、以下の 3点を挙げたい。 

1 点目は、『ムーミン』以外の作品を取り上げた点である。後期小説が書かれた 1965年から 1991年の 26

年間は、ヤンソンの約 70 年のキャリアの 35％を占める（巻末図参照）。それにも関わらず、ヤンソン研

究は、ムーミンを中心的な対象とし、後期小説が扱われるケースは少ない。たとえば、雑誌『ユリイカ』

2014 年 8 月号では、中丸を含む 12 本の論考のうち、『ムーミン』以外のヤンソン作品を中心テーマとす

る論考は 1本（伊藤盡「ファンタジー作家と画作のクロスオーバー トーヴェ・ヤンソンの『ホビットの

冒険』挿絵再評価」）である。塘内氏も参照するウェスティン『トーベ・ヤンソン 人生、芸術、言葉』

でも、後期小説を扱うのは、全 17章のうち、第 14章以降である。 

 2 点目は、『ムーミンパパ海へいく』を取り上げ、後期小説との連続性を示した点である。たとえば中

丸「絵を描くムーミンママ」は、『ムーミンパパ海へいく』でムーミン一家がムーミン谷を去り、次作『ム

ーミン谷の十一月』を以てヤンソンが『ムーミン』シリーズの筆を置いたことに意義を見出した。また、

一般に、後期小説は、『ムーミン』シリーズとは比較されず、別のものとして論じられることが多かった。

これに対し、塘内氏は、『ムーミンパパ海へいく』から議論を始めることで、『ムーミン』シリーズと後期

小説の連続性を提示した。仮に『ムーミン』シリーズと後期小説の執筆時期が完全に分かれていたとして

も、作家研究における連続性の指摘には価値がある。加えて、ヤンソンは、小説版『ムーミン』終了後も、

絵本、舞台脚本、アニメの監修、作詞など多様なジャンルの『ムーミン』に関わっている。 

3 点目は、『石の原野』をジェンダーの観点から扱う点である。同作はバルブロ・グスタフソンがスウ

ェーデンのウップサラ大学に提出した博士論文『石の原野と牧草地 トーベ・ヤンソンの後期小説にお

けるエロティックなモチーフと同性愛描写』（1992）の対象である。フィンランドにおいて、同性愛は 1971

年まで法律で禁止され、81 年まで病気として扱われていた。ヤンソンは同性のパートナーと共に公の場

には出たが、「同性愛」を公言することはなかった。こうした中で提出されたグスタフソン論文（ヤンソ

ンも公聴会に出席した）は、ヤンソンのセクシュアリティ研究の先駆けと位置付けられる。塘内氏の卒業

論文は、グスタフソンと同じく『石の原野』を対象とし、ジェンダーをテーマとしながら、同性愛という

セクシュアリティだけでなく、男性のジェンダーや不在者との関係といった広いテーマを扱うことで、

グスタフソンの後継であるとともに、発展としても位置づけることができる。 

 

北欧文学研究としての評価 

北欧文学研究としての特性は、他言語・多言語の文学・思想との比較である（ガストン・バシュラール

（仏）p. 7, 21、アルベール・カミュ（仏）p. 8, 21、ラルフ・エマソン（米）p. 9、ブレーズ・パスカ

ル（仏）p. 9、マルティン・ハイデガー（独）p. 9、フランシス・ポンジュ（仏）p. 25、蜂飼耳（日）

p. 20、カレン・ホーナイ（独）p. 33、マルク・シャガール（仏）p. 45、ジークムント・フロイト（独）

p. 49、モーリス・ブランショ（仏）p. 40, 52、青野文昭（日）p. 54 など）。ロシア語論文も参照され

ており（p. 15 註 51）、塘内氏の言語能力が活かされている。 

 対象作品と直接の関係がない他言語作品の参照は、北欧文学の専門研究機関が極めて少なく、専門学

会も存在しない、原著の入手も容易ではない日本において、卒業論文という限られた時間・ソースの中で

北欧文学を研究する際の有効な迂回路である。同時に、言語・地域ごとの文学研究が深刻な閉塞状態に陥

る中、塘内氏の手法は、北欧文学研究からメジャー言語文学研究に向けた打開策として機能し得る。 
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今後に向けたコメント 

当論文の出した成果を今後の研究につなげるため、2点の質問をした。 

1点目は、ヤンソンの絵に関する質問である。日本では、ヤンソンの絵に焦点を当てた異なる視点の展

覧会が開催されてきた（「北欧の作家三人展 ムーミンと白夜の国の子どもたち」（1997 年、ふくやま美

術館）、「MOOMIN! ムーミン展」（2014年、松屋銀座ほか）、「生誕 100周年トーベ・ヤンソン展 〜ムーミ

ンと生きる〜」（2014年、そごう美術館ほか）、「ムーミン展」（2019年、森アーツセンターギャラリーほ

か）、「ムーミンコミックス展」（2020年、松屋銀座ほか）など）。特に、「生誕 100周年トーベ・ヤンソン

展 〜ムーミンと生きる〜」は、フィンランドのアテネウム美術館で開催された展覧会のアレンジ版で、

5 部構成のうち 4 部が『ムーミン』以外のテーマで構成されるなど、『ムーミン』に限定されない「画家

としてのヤンソン」に焦点を当てていた。フィンランド版のキュレーターを務めたトゥーラ・カルヤライ

ネンは、美術史の観点からヤンソンを研究し、評伝『ムーミンの生みの親 トーベ・ヤンソン』で画家と

しての側面を提示した。画家としてのヤンソンの評価の高まりは、たとえば、後期小説のスウェーデン語

版の表紙が、初版は『ムーミン』を彷彿させるイラスト、最新版は油絵であることにも表れている。塘内

氏が論じた作品のうち、挿絵がある作品は『ムーミンパパ海へいく』と『島暮らしの記録』の二作品であ

り、後期小説には挿絵がない。二作品の挿絵の意義と、後期小説に挿絵がないことの意義を質問した。 

2点目は、《岩礁》というモチーフの持つ「スウェーデン性」である。まず留保しておきたいのは、様々

な地域があり、時代があり、多様な人間が暮らす「スウェーデン」「スウェーデン語社会」に、共通する

一つの性質を求めることはできず、ナショナリズムにつながりかねないこうした議論は慎重に行う必要

がある。一方、「北欧」（ここでは、「北欧理事会」を構成するデンマーク、スウェーデン、ノルウェー、

フィンランド、アイスランドの五か国と、その自治領であるオーランド諸島、フェロー諸島、グリーンラ

ンドの三地域を指す）は、しばしば、各国・各地域の様々な特徴のうち、心地の良い一部の特徴を取り出

し、混在させることで、「幸せ」なイメージを強調されてきた。そのようなイメージへのカウンターとし

て、内部の／国ごと・地域ごとの差異に目を向けることは有効である。塘内氏は最終章で、ヤンソンが近

年ますますフィンランドの「国民作家」としてイメージされつつあることを指摘したうえで、岩礁のモチ

ーフが「スウェーデン的」な要素である可能性を示唆している。塘内氏が参照したロシア語論文（p. 15 

註 51）では、ヤンソンと同世代のスウェーデン人映画監督イングマール・ベルイマンとの比較が行われ

ている。特徴的な岩礁を持つフォール島で映画の撮影をし、後年に移り住んだことで知られるベルイマ

ンは、2014年に 200クローナ紙幣の顔となった。紙幣の裏面にはフォール島の岩礁が描かれている。「岩

礁」あるいは「島嶼」の持つスウェーデン性について質問した。 

 

ヤンソン研究の現在地 

生誕 100年の 2014年以降、日本のヤンソン研究・ヤンソン理解を取り巻く状況は大きく好転した。海

外の優れた評伝の翻訳、『ユリイカ』ほかで公開されたいくつかの学術的な成果はもちろん、研究を受容

する環境が以下の 2 点において整備されたことも大きい。1 点目は、ヤンソンの知名度の向上である。

2014 年に翻訳された二冊の評伝のタイトルには、原題にはない「ムーミン」という語が付された。つま

り、2014 年の段階では、ヤンソンの名前だけで書籍を流通させることは困難だった。塘内氏も指摘する

通り（p.1 註 2）、二冊の評伝のうち、ウェスティン『トーベ・ヤンソン 仕事・愛・ムーミン』は、2020

年に絶版となり、2021年に他社から新版が刊行された際に、タイトルが原題（『トーベ・ヤンソン 言葉、
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絵、人生』）に近い『トーベ・ヤンソン 人生、芸術、言葉』に変更され、ヤンソンが『ムーミン』に限定

されずに受容される素地が生成されたことを示した。2点目は、LGBTQの認知の向上である。前述の通り、

1990 年代にはヤンソンに同性のパートナーがいることが認知されていたが、日本においては、ファンの

ブログなどに取り上げられるケースはあったものの、研究者が触れることは少なかった。『ユリイカ』2014

年 8 月号でも、同性愛を明示して論考を執筆したのは中丸のみである。ヤンソン研究の第一人者で後期

小説の翻訳も手掛ける冨原眞弓は、同誌において、ヤンソンが未婚であった理由を仕事に打ち込むため

と明言するなど、そのセクシュアリティを故意に隠蔽した。二冊の評伝や、ドキュメンタリー映画の上

映・DVD 販売、映画『TOVE トーベ』（2021）公開、さらには公式サイトの見解により、ヤンソンの同性

パートナーの存在が広く知られたほか、一般的に LGBTQ について、2014 年よりはオープンに語り得る素

地が醸成された。今後は、作家のセクシュアリティを特異なこととしてではなく、当然存在する多様なセ

クシュアリティの一つとして、必要に応じて議論の俎上に載せることが期待される。 

 塘内彩月氏の「トーベ・ヤンソン《岩礁小説》における石の様相 ―触れえないものに触れるメディウ

ムとして」は、2014 年以降のヤンソン研究の発展を引き継ぎ、北欧文学研究・ヤンソン研究の発展に資

するものである。スウェーデン文学研究者として、高く評価する。 

 

【図】 

 


